
 
 

（※）部分については、公開時の資料より修正。 
 

Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化について 
これまでの経緯 

 

1986 年 1月:Ｂ型肝炎母子感染防止事業において、乳児に対する感染防止事業 

を開始。（※） 

1992 年 3月: WHO がＢ型肝炎ワクチンのユニバーサル化を推奨 

2012 年 5月: 厚生科学審議会感染症分科会予防接種部会における予防接 

種制度の見直しについて（第二次提言）において、広く接種 

を促進すべきワクチンとして指定 

2013 年 3月: 予防接種法改正案に対する衆・参厚労委での附帯決議で定期 

接種化の結論を得ることが求められた 

2015 年 1月: 広く接種を促進するための技術的検討結果が予防接種分科 

会で取りまとめられた（別添参照） 
 

今回の審議事項 

１．Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化の可否について 

これまでの技術的検討等を踏まえて、予防接種部会の第二次提言において、

「広く接種することが望ましい」とされてきたＢ型肝炎ワクチンについて、平

成 28 年 10 月に定期の予防接種に導入してよいか。 

 

２．Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種化に伴い検討すべき事項 

（１）分類の規定について ・・・・・・・・・・・資料１－２ 

（２）定期接種化開始時における対象者について・・資料１－３ 

（３）定期接種化開始時における母子感染予防の対象者の取扱いについて 

・・資料１－４ 

（４）長期療養特例について・・・・・・・・・・・資料１－５ 

（５）定期接種化開始時における既接種者の取扱いについて 

・・資料１－６ 

 

参考 

定期接種化する場合には、法令等において、以下の内容を規定 

・ 対象年齢 生後 1歳に至るまでの間にある者（施行令） 

・ 接種方法 組換え沈降Ｂ型肝炎ワクチンを 27 日以上の間隔で 2 回、更

に、初回接種から 140 日以上を経過した後に１回を皮下に注

射するものとする。接種量は 0.25 ミリリットル。（実施規則） 

・ 標準的な接種期間 生後 2月に達した時から生後 8月に達するまでの期

間。（実施要領（健康局長通知）） 

資料１－１ 




















